
 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
磐二小だより 

磐梯町立磐梯第二小学校 

令和７年 9月 17日 

第 8 号 

発行責任者 天野 圭 

キラキラとひとみが輝く二小の子ども 

【県大会でよい経験を】 

 先日行われました「第 65回全会津小中学校音楽祭（第 2部合奏）」において、見事県大会出場を果

すことができました。今年度で最後の合奏。その大会において県大会出場の結果にだれもが安堵しま

した。今年も私なりに感じた本校のすばらしさを記載いたします。 

 ☞当日、協力いただいた保護者の方が他校より断然に多いこと。 

   ステージ上で準備してくださるたくさんの保護者がステージ狭しと、一生懸命に準備してくだ

さいました。 

 ☞子どもたちの表情が、緊張感したおもむきながらも、集中していたこと。 

   緊張すると思いますが、しっかり指揮者をみて演奏に集中していました。 

 ☞大会までの過程では、児童が自ら練習し、積極的に上達しようとするよい校風があったこと。 

   持って帰ることのできる楽器に特定されましたが、家庭でも練習する積極的な姿がすばらしい

と思いました。 

 ☞保護者、地域の方々が本校合奏を誇りに思い、すばらしい伝統文化があること。 

 出場している他校は、課外活動（中学校部活動のようなもの）といってほぼ毎日練習をしています。

もちろん本校と楽器の形態が違う「吹奏楽」ですが、３年生以上が協力して、見事県大会に出場でき

たことは、大いに嬉しいことであり、皆様に感謝する次第です。相馬での県大会では、楽しく演奏で

きることを願っています。 

    

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校選択制に伴って】 

 先日、第１回学校見学会（フリー参観）が行われ、今後 10月に第 2回の見学会を経て、令和 8年度

より学校選択制が導入されます。伴って現在の確認内容について記載したいと思います。 

 

 ☞確認内容 

 ・ 学区内外に関わらず、選択学校へ町全体をバスにより送迎する。 

 ・ 学校が変わった場合、運動着やシューズ、ナップザック等は通学していた学校の物を継続して

使用する。 

 ・ ノートやファイル等の学習用具についても、在籍していた学校の物を継続して使用する。 

今後、町教育委員会と協議して決定していく内容もかなりあると思います。その都度皆様にはご連

絡いたしますので、どうそよろしくお願いいたします。 

 

  

   

 

 

 

 

 

「カニの沢」 

「二小なかよしめいろ」  

看板設置 



 

 

 

【児童の安全確保について】 

 今年は、例年以上に熊の出没が多数あり、各家庭や学校へも侵入していることがテレビやネット等

で報道されています。 

 不審者が学校に侵入した場合の対応につきましては、猪苗代警察署生活安全課の方々に協力いただ

き、１学期に学習してきました。しかしながら、熊が侵入した場合の対応については、未知の世界に

なります。 

 本校は敷地が広いですので、設置場所や予算の関係からも、防犯フェンスや門扉施錠が困難なこと

があります。東西南北どちらを見回しても非常に難しい課題です。 

しかし、安全確保のために児童玄関や職員昇降口は常に施錠しています。 

硝子も強化ガラスとなっています。熊が強化ガラスを壊して侵入することも 

あるかもしれませんが、その場合には、防犯訓練と同じように防犯扉を活 

用したり、体育用具で侵入を防いだりし、児童の安全確保に努めていきた 

いと思います。 

 また、地域に熊が出没した場合は、各家庭での送迎をお願いすることが 

あります。 

 正直なところ、いざという時、自分が冷静な判断・行動ができるようがんばらなければと思ってい

ます。 

                                    

 

 

  

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

   

   

 

 

 

 

【水泳記録会記録証について】 

 体育に関する行事（教科等）の名称が 10年ほど前から「水泳記録会」「マラソン記録会」というよ

うに大会ではなく、記録会という名称が用いられるようになりました。大会という名称は、スポーツ

少年団やクラブチーム、課外活動部等では用いられていますが学校主催の行事（教科等）ではほとん

ど用いられることがなくなりました。この理由には次のような内容が上げられます。 

☞ 子どもたちが思考・判断し学習を進めていくことが大切になった。 

☞ 個に応じた評価方法へと変わってきた。 

 ・ 相対評価（成績の結果で順位を評価したもの）から絶対評価（一人一人の伸びを評価したもの） 

  に変わり、一人一人のがんばりを評価することになった。 

・ 速い遅いだけでなく、その単元全体において、どのように学んできたか、何を学んだか、何が

できるようになったかがより大切になってきた。 

 そこで大切なことは、初回オリエンテーションにおいて、初回の 

記録を計測することや学習途中に計測する時間を設け、各自フィー 

ドバックしながら学習を進めていくことが大切になりました。 

 今回、子どもたちに配付します水泳記録会記録証につきましては、 

記録会当日の記録も記載すると共に今までのベストタイムも記載し 

称賛していきたいと思います。また、１・２年生おきましては「水 

遊び」という単元ですので、慣れ親しむねらいから記録会用当日の記録のみの記載になりますことご

理解をお願いいたします。 

 

 

 

 


